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※1  グッドデザイン・サステナブルデザイン賞
（財）日本産業デザイン振興会が主催するグッドデザイン賞の受賞
作品の中から、「地球環境問題を踏まえ、持続可能な社会の実現を
めざしている」と認められた作品だけに贈られる特別賞。

※2  エコプロダクツ大賞
エコプロダクツ大賞推進協議会主催。環境負荷低減に配慮した製品・
サービスの開発・普及を目的として、独創性に富み社会から高く
評価されている優れたエコプロダクツに贈られる。

日鉄住金建材（株）の斜面防災商品「ノンフレーム工法®」が今年度、グッド
デザイン・サステナブルデザイン賞（経済産業大臣賞）（※1）とエコプロダクツ
大賞（国土交通大臣賞）（※2）をダブル受賞した。ノンフレーム工法をはじめ、
環境性能に優れる「エコプロダクツ®」を提供し安全・安心で豊かな社会づくり
に貢献する、日鉄住金建材の製品ラインナップを紹介する。

防災対策エコプロダクツ®

安全・安心で豊かな社会づくりに貢献
日鉄住金建材（株）

シリーズ VOL.23
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図2　「樹木の根が持つ、がけ崩れ防止効果」メカニズムの考え方

斜
面
防
災
と
森
林
保
全
の
両
立

日
本
で
は
土
砂
災
害
の
脅
威
か
ら
人
命
や

財
産
を
守
る
た
め
に
斜
面
防
災
工
事
が
行
わ
れ
、

そ
の
効
果
を
発
揮
し
て
き
た
。
し
か
し
樹
木

を
伐
採
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
い
固
め
る

従
来
工
法
で
は
、
防
災
と
引
き
換
え
に
自
然

環
境
が
損
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い（
写

真
1
）。
こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、「
斜
面
防

災
と
森
林
保
全
の
両
立
」を
目
指
し
て
開
発
さ

れ
た
革
新
的
な
技
術
が
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
だ
。

本
工
法
の
開
発
思
想
に
つ
い
て
、
商
品
開
発

セ
ン
タ
ー
の
岩
佐
直
人
は
語
る
。

「
本
来
、
森
林
に
は
斜
面
の
安
定
性
を
高
め

る
効
果
以
外
に
も
C
O
2 

削
減
や
生
物
多
様

性
維
持
な
ど
の
、
多
面
的
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
森
林
生
態
系
の
成
立
基
盤
で
あ
る
森

林
土
壌
層
は
、
1
セ
ン
チ
形
成
さ
れ
る
の
に

1
0
0
年
の
歳
月
が
必
要
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
が
け
崩
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
樹
木

を
切
り
倒
し
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
育
ま
れ
た

土
壌
を
除
去
し
て
構
造
物
で
補
強
し
た
斜
面
が
、

再
び
森
林
を
形
成
す
る
た
め
に
は
多
大
な
時

間
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
技
術
に
疑
問

を
感
じ
、
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
し
た
」

自
然
か
ら
学
び
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
は
、
斜
面
の
安
定
し

た
基
岩
層
ま
で
補
強
材
と
呼
ば
れ
る
鋼
棒（
ロ
ッ

ク
ボ
ル
ト
）を
打
ち
込
み
、
さ
ら
に
支
圧
板
同

士
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
連
結
し
て
斜
面
を
安
定
さ
せ

る
技
術（
図
1
）で
あ
る
。
こ
れ
は「
樹
木
の
根

が
持
つ
、
が
け
崩
れ
防
止
効
果
」（
図
2
・
3
）

を
ヒ
ン
ト
に
開
発
さ
れ
た
。

そ
の
原
点
は
1
9
8
5
年
に
検
討
を
試
み

た
、
斜
面
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
く
も
の
巣
の
よ
う
に

張
り
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
交
点
に
鋼
棒（
ロ
ッ
ク

ボ
ル
ト
）を
打
設
し
て
自
然
斜
面
を
安
定
さ
せ

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
あ
る
。
し
か
し
当
時
の

環
境
に
対
す
る
意
識
は
今
日
ほ
ど
高
く
は
な
く
、

斜
面
防
災
工
事
で
も
樹
木
を
伐
採
す
る
の
が

普
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
森
林
を
残
す

と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
突
飛
過
ぎ
て
市
場
ニ
ー

ズ
に
適
合
せ
ず
、
開
発
を
断
念
し
た
。

こ
の
ア
イ
デ
ア
が
日
の
目
を
見
た
の
は

1
9
9
5
年
、
長
崎
県
長
崎
市
福
田
地
区
の

斜
面
防
災
工
事
だ
。
本
地
区
の
斜
面
上
部
に
は

史
跡
の
福
田
城
址
、
さ
ら
に
斜
面
直
下
に
は

人
家
や
公
共
施
設
が
立
ち
並
ぶ
と
い
う
厳
し

い
条
件
で
、
樹
木
伐
採
や
表
土
の
除
去
が
で

き
ず
、
対
策
工
事
の
計
画
に
行
き
詰
ま
っ
て
い

一般的に山の斜面では、安定
した基岩層の上に、崩壊しや
すい土壌層が形成されている。
基岩層には水が浸み込みにく
いため、豪雨時には土壌層に
雨水が溜まり、基岩層と土壌
層の境界がすべり面となって、
崩壊（がけ崩れ）が発生する。
しかし基岩層まで樹木の根が
張っている斜面では、根が崩
壊に抵抗し、がけ崩れを防ぐ
働きをする。

出典：「樹木根系が有する斜面崩壊防止機能の評価方法に関する研究」
　　　日本大学生物資源科学部森林資源科学科・阿部和時教授（森林総合研究所報告、1997）

写真1　従来工法との比較
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 図 1　ノンフレーム工法施工イメージ

 図 3　樹木の根をヒントに開発された
　　　 ノンフレーム工法
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た
。
そ
ん
な
と
き
、
施
主
で
あ
る
長
崎
林
業

事
務
所
か
ら「
樹
木
を
伐
採
し
な
い
で
、
森
林

の
斜
面
安
定
効
果
を
活
用
す
れ
ば
よ
い
の
で

は
な
い
か
」と
い
う
逆
転
の
発
想
が
提
示
さ
れ

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
10
年
の
歳
月
を
経
て
、

先
の
ア
イ
デ
ア
が
蘇
っ
た
の
で
あ
る
。

直
ち
に
ア
イ
デ
ア
の
具
現
化
に
取
り
組
み
、

鋼
棒
・
支
圧
板
・
ワ
イ
ヤ
ー
を
用
い
て
自
然

斜
面
の
が
け
崩
れ
を
防
ぐ
技
術
を
開
発
し
た
。

こ
の
新
技
術
は
、
福
田
地
区
で
の
初
採
用
を

皮
切
り
に
、
全
国
的
に
需
要
を
拡
大
。
並
行

し
て
数
多
く
の
試
験
・
研
究
や
調
査
を
重
ね
、「
樹

木
を
活
か
し
て
斜
面
を
守
る
」技
術
を
確
立
す

る
に
至
っ
た
。

近
年
、
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
の
需
要
分
野

は
公
共
事
業
以
外
に
も
鉄
道
、
高
速
道
路
な

ど
多
方
面
に
広
が
り
、
2
0
1
0
年
度
に
は

累
計
施
工
実
績
が
1
0
0
万
㎡
を
突
破
し

た（
写
真
2
）。
そ
の
間
に
は
新
潟
県
中
越
地

震（
2
0
0
4
年
10
月
）、
中
国
・
九
州
北
部

豪
雨（
2
0
0
9
年
7
月
）、
東
日
本
大
震
災

（
2
0
1
1
年
3
月
）を
は
じ
め
と
す
る
大
災

害
が
各
地
を
襲
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
災
害
か

ら
も
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
は
斜
面
を
守
り
、

そ
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て

森
林
を
活
か
し
た
斜
面
防
災
を
実
現
し
た

ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
。
そ
の
環
境
性
能
は
極

め
て
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
に
お
い
て
環

境
負
荷
を
低
減
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
る
。

例
え
ば「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
活
か
せ
ば
資
源
」

と
い
う
言
葉
も
あ
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
伐
採

し
た
樹
木
は
廃
棄
物
と
な
っ
て
い
た
が
、
ノ

ン
フ
レ
ー
ム
工
法
で
あ
れ
ば
、
廃
棄
物
の
削

減
が
図
れ
る
う
え
に
、
森
林
資
源
と
し
て
地

球
温
暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
大
幅
な
省
資
源
化
も
可
能
だ
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
体
の
従
来
工
法
に
対
し
て
、

ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
は
鉄
の
特
性
を
活
か
し

て
構
造
物
が
小
型
化
さ
れ
て
お
り
、
資
源
の

使
用
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
る（
図
4
）。

2
0
1
1
年
に
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞（
経
済
産
業
大
臣
賞
）

と
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞（
国
土
交
通
大
臣
賞
）

を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
の
も
、
景
観
や
環
境
を

損
な
う
と
思
わ
れ
が
ち
な
公
共
事
業
の
中
で
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ノ
ン
フ

レ
ー
ム
工
法
へ
の
高
い
期
待
の
表
れ
だ
。
土

木
鉄
構
商
品
部
の
池
田
武
穂
は
抱
負
を
語
る
。

「
斜
面
防
災
に
限
ら
ず
こ
れ
ま
で
の
資
源
消

費
型
の
社
会
は
、
そ
の
繁
栄
と
引
き
換
え
に
環

境
に
大
き
な
負
荷
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
社
会
構
造
が
省
資
源
・
資
源
循
環
型
へ

と
転
換
し
て
い
く
中
で
、
鉄
鋼
建
材
メ
ー
カ
ー

と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

日鉄住金建材（株）
商品開発センター　土木商品開発部長

岩佐 直人

日鉄住金建材（株）
土木鉄構商品部　ノンフレーム推進班長

池田 武穂

施工直後

写真2　ノンフレーム工法施工事例（北海道増毛町）

施工後3ヵ月
私たちは“ふるさと”を森林のある風景を含めてその記憶の中に留めている。小学生の通学路が、崩壊の危険性がある斜面
を横切っている現場に、ノンフレーム工法が施工された。本工法が“ふるさと”の自然を守っている一例。
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図 4　従来工法との資源使用量の比較例
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日
本
の
国
土
の
約
70
％
は
急
峻
な
山
地
で
、

豪
雨
や
融
雪
な
ど
に
よ
り
土
石
流
や
洪
水
と
い
っ

た
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
人
命
や
財
産
に
多
大

な
損
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
新
日
鉄
は
1
9
7
3
年

に
鋼
材
の
持
つ
長
所
を
活
か
し
、
土
石
流
を
効

果
的
に
捕
捉
す
る
鋼
製
透
過
型
え
ん
堤「
鋼
製
ス

リ
ッ
ト
ダ
ム
Ａ
型
」を
日
本
で
初
め
て
建
設
省（
現

国
土
交
通
省
松
本
砂
防
工
事
事
務
所
）と
共
同

開
発
。
当
社
は
そ
の
技
術
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、

1
9
8
9
年
に「
鋼
製
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
Ｂ
型
」を

開
発
し
ま
し
た
。

鋼
製
透
過
型
え
ん
堤（
写
真
3
・
4
）は
防
災

面
だ
け
で
な
く
、
渓
流
の
流
れ
を
遮
断
し
な
い
こ

と
か
ら
平
常
時
の
自
然
な
土
砂
の
流
れ
は
妨
げ
ず
、

生
態
系
の
維
持
、
中
下
流
域
の
河
床
低
下
や
海
岸

線
の
後
退
を
防
ぐ
な
ど
、
自
然
環
境
を
保
全
す
る

機
能
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
0
5
年

に
完
成
し
た
雲
仙
・
普
賢
岳
の
水
無
川
3
号
砂
防

え
ん
堤
工
事
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
組
み
上
げ

て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
鋼
製
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム

Ｂ
型
の
優
れ
た
施
工
性
が
評
価
さ
れ
採
用
に
至
り
、

（
株
）フ
ジ
タ
に
よ
っ
て
世
界
で
初
め
て
無
人
化
施

工
に
成
功（
写
真
4
）。
こ
れ
ま
で
に
1
0
0
0
基

を
超
え
る
豊
富
な
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
さ
ら
に
2
0
0
7
年
に「
鋼
製
ス
リ
ッ

ト
え
ん
堤
Ｔ
型
」（
写
真
3
）を
開
発
し
ま
し
た
。

基
礎
と
非
越
流
部
の
3
面
で
鋼
構
造
部
を
支
持

す
る
こ
と
で
、
土
石
流
の
大
き
な
力
を
受
け
て

も
全
体
倒
壊
に
つ
な
が
ら
な
い
安
全
な
平
面
格

子
構
造
と
、
部
材
が
破
損
し
た
場
合
も
脱
着
が

容
易
な
鞘
管
構
造
で
優
れ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

を
発
揮
し
、
コ
ス
ト
を
縮
減
で
き
ま
す
。
土
石

流
の
危
険
地
域
は
交
通
網
や
住
宅
地
な
ど
の
山

間
部
へ
の
拡
大
と
と
も
に
広
が
り
、
そ
の
被
害

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
技
術
・
商
品

の
提
供
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

渓
流
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
土
砂
災
害
防
止
の

た
め
の
砂
防
え
ん
堤
は
、
奥
深
い
山
間
部
に
建

設
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
従
来
工
法
で
は
現
地

で
掘
削
し
た
土
砂
の
処
理
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
ど
建
設
材
料
の
運
搬
が
制
限
さ
れ
、
建
設
コ

ス
ト
の
増
大
と
と
も
に
施
工
効
率
の
低
さ
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
施
工
現
場
で
発
生
す

る
土
砂
を
建
設
材
料
と
し
て
使
用
で
き
れ
ば
、

運
搬
・
処
分
費
な
ど
コ
ス
ト
縮
減
と
と
も
に
、

施
工
現
場
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
に
よ
り
資

源
循
環
型
社
会
に
も
寄
与
で
き
ま
す
。
こ
こ
に

着
目
し
、
当
社
は「
S
B
ウ
ォ
ー
ル
工
法
」（
写
真

写真4　鋼製透過型えん堤の施工事例
 　　　  （雲仙・普賢岳）

写真3　鋼製透過型えん堤の土石流
　　　　捕捉事例（石川県）

5
）を
開
発
。
現
地
発
生
土
砂
を
セ
メ
ン
ト
と
水

で
攪
拌
・
混
合
固
化
し
た
砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン

ト
を
え
ん
堤
の
主
材
料
と
し
、
被
覆
性
に
優
れ

た
外
部
保
護
材（
軽
量
鋼
矢
板
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
）を
組
み
合
わ
せ
た
構
造
で
、
耐
磨
耗

性
、
耐
衝
撃
性
、
耐
久
性
に
優
れ
た
製
品
を
提

鋼製スリットえん堤T型鋼製スリットダムB型

非越流部

基 礎

鋼
製
透
過
型
え
ん
堤 

安
全
・
安
心
と
環
境
保
全
と
の
両
立
を
目
指
す

Ｓ
Ｂ
ウ
ォ
ー
ル
工
法 

現
地
発
生
土
砂
の
活
用
で
緊
急
災
害
に
も
対
応

担当者が語る 土石流・津波対策ソリューション 担当者が語る 土石流・津波対策ソリューション 



シリーズ VOL.23

日鉄住金建材（株）
土木鉄構商品部　シニアマネージャー

佐野  清

日鉄住金建材（株）
建築商品技術グループ長

石丸  亮
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写真5　SBウォール工法施工事例
　　　　（北海道）

図5　セーフガードタワーのモデル図

供
し
て
い
ま
す
。

現
地
発
生
土
砂
の
品
質
は
多
種
多
様
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
え
ん
堤
の
要
求
品
質
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
社
で
は
、

1
0
0
0
ケ
ー
ス
に
及
ぶ
試
験
結
果
を
基
に
、

施
工
現
場
の
土
砂
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
工
法
の
信
頼
性
を
高
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
赤
土
砂
、
東

京
の
三
宅
島
や
北
海
道
の
有
珠
山
の
火
山
灰
な

ど
で
も
試
験
実
績
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
砂
防
え

ん
堤
と
し
て
の
品
質
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
異
な
り
、
S
B

ウ
ォ
ー
ル
工
法
で
は
養
生
期
間
が
不
要
で
工
期

を
短
縮
で
き
、
施
工
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
4
年
10
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地

震
に
伴
う
旧
山
古
志
村
油
夫
地
区
の
土
砂
災
害

早
期
復
旧
対
策
で
は
、
従
来
工
法
に
比
べ
工
期

は
約
50
％
短
縮
、
コ
ス
ト
も
約
20
％
削
減
で
き

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策

と
し
て
、
が
れ
き
を
材
料
と
し
た
河
川
堤
防
の

護
岸
、
海
岸
防
潮
堤
、
盛
土
擁
壁
の
緊
急
造
成

に
も
対
応
可
能
な
工
法
と
し
て
、
S
B
ウ
ォ
ー

ル
工
法
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
津
波

対
策
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
震
発
生
か
ら
津
波
が
到
達

す
る
ま
で
の
時
間
的
猶
予
や
地
理
的
条

件
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
近
く
の
安
全

な
高
台
へ
の
避
難
が
困
難
と
想
定
さ
れ
る

地
域
は
日
本
各
地
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。

当
社
が
提
案
す
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

「
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
タ
ワ
ー〈
S
G
タ
ワ
ー
〉」

は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
技
術
力
を
結
集
し

開
発
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品（
図
5
）で
す
。

津
波
に
対
す
る
構
造
安
全
設
計
指
針
を

示
し
た「
国
土
交
通
省
技
術
的
助
言
」に

準
拠
し
た
安
全
性
、
省
エ
ネ
工
法
に
よ
る

工
期
短
縮
、
機
能
美
を
兼
ね
備
え
た
デ

ザ
イ
ン
性
が
大
き
な
特
長
で
す
。

停電時にも電力供給できる
「太陽光発電照明柱」

避難者による群集荷重・転落
防止防護柵 （株）ニッケンフェ
ンス&メタルの「避難柵」

通風と採光を確保した高い意匠性の外装材
（株）ニッケンビルドの「日鉄ファインX」

耐震性と変形性能に
優れた角形鋼管
「UコラムBCR」

安全性の高い「コラム－H構造」と
ダイアフラム加工不要で省エネな「NDコア」

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
タ
ワ
ー 

高
台
の
な
い
地
域
住
民
を
津
波
か
ら
救
う
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